

































労している外国出生者 478 万人のうち 190 万人














ブルガリアの EU 加盟が決まり、EU 諸国への




































































































































労働移動に関心を持ち、G 村と O 村で、出稼
ぎを選択した女性たちとその家族への聞き取り


























































EU 加盟（2007 年）までは 3 か月ごとに一旦ブ
ルガリアへ帰国し、しばらくするとまた仕事先









































































































J 1980s 後半 イタリア 2008 ～ 学生 レストラン→清掃 未婚 中北部出身友人



















































































て、2002 年、ブルガリアから 13 人の女性たち
とマイクロバスでイタリアへ行った。そして、



















































































までの早朝（ 7 ～ 8 時）に、診療開始前の個
人医院の清掃の仕事もかけもちしている。ただ、






























































































































































































































































































































































修（2016 年 4 月～9 月）によって可能となった。なお、
本稿と重複する内容をイタリア近現代史研究会例会









































語 85％、トルコ語 9％、ロマ語 4％、信仰につい
ては、ブルガリア正教 76％、イスラーム 10％ 等
であった。以上、Natsionalen Statisticheski Insti-
tut（National Statistical Institute）2011 Popula-















年時点で 9.2％ である。本文中で EU 加盟前後の
国外からの投資と建設ラッシュにふれたが、2007
年前後の失業率は、2005 年に 10.1％ であったも
のが、9.6％（2006 年）、6.0％（2007 年）、5.9％（2008
年）と減少した。しかし、2010 年から失業率は
再び 2 ケタとなり、2013 年には 13.0％ であった。
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